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出席状況

2024 年 2 月 13 日　 26 号
2024 年 2 月 6 日　第 1例会報告

₁．点　　鐘	 楠英夫会長

₂．国歌及びロータリーソング斉唱

（君が代，奉仕の理想）

₃．会長挨拶

₄．米山記念奨学生紹介及び奨学金授与

	 楠英夫会長

₅．地区委員委嘱状授与

₆．幹事報告

₇．2月お誕生日の会員及び配偶者のご紹介

	 親睦活動委員会

₈．ニコニコBOXの発表	 𠮷田正一副 SAA

₉．新会員卓話	 尾形泰久会員	

10．出席状況報告	 出席委員会

11．点　　鐘	 楠英夫会長

12．ロータリーソング斉唱

（それでこそロータリー）

（司会進行：山口裕由ＳＡＡ）

地区HP 地区行事予定

会員数 出席数 出席免除 出席率 全員出席卓 3名以上欠席卓 メークアップ 出席訂正率
名 名 名 ％ 卓 卓 名 ％

87 62 6 73.81 2・3 10・11・12 8 83.33

次週のプログラム
2 月 20 日（火）の例会は，飯野豊会員の卓話でご
ざいます。

本日のプログラム
歯科医師	比企紀代美様をお迎え致します。

雛まつり（霞蓮雛人形）



【会長挨拶】
楠 　 英 夫 会長

皆さんこんにちは
新年が始まり，あっという間に 1ヶ月が経過しました。元旦に，能登半
島で発生した地震により，建物の倒壊やインフラの崩壊など多くの被害が
あり，200 人以上の方が犠牲になりました。被災地では，インフラの整備
や仮設住宅の設置などが時間を要する状況ですが，被災された方々ができ
るだけ早く安心できる状態に復旧できることを心から願っています。同時
に，亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げます。

これに関して，インターアクトでは，被災地支援の一環として，校内に募金箱を設置し，集
まった寄付金を加賀市に義援金として送る取り組みを行っています。この地域を選んだ理由
は，インターアクトの生徒が被災地である中で，他の地区よりも被害が比較的少ないとされ，
かつネットでの調査を通じて，その地域が十分な支援を得られていないという情報を得たから
とのことです。
さて，2月は「平和と紛争予防 /紛争解決月間」です。
紛争予防と仲裁に関する，若者（将来にリーダーとなることが望まれる人）を対象とした研
修の実施，紛争地域における平和構築の支援，平和と紛争予防／紛争解決に関連した仕事に従
事することを目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する月間であります。
月間テーマである平和構築と紛争予防ですが，最近の情勢を踏まえると，世界各地で紛争が
激化しています。ロシアによるウクライナへの侵攻，イスラエル・ハマス間の戦争，アメリカ
軍によるイラクとシリアへの報復措置など，様々な地域での複数の紛争が続いています。これ
により，平和構築と紛争予防の重要性が一層浮き彫りになっています。
ロータリーソングの歌詞にある『望むは世界の久遠の平和』『手に手つないでつくる友の輪』
などの気持ちを持つことによって，人々が互いに尊重し支え合う社会を形成され，紛争のない
世界への道が開かれるのではないでしょうか。みんなが平和に向けて協力し，持続可能な未来
を築くために努力することが，世界全体で平和を実現する一歩になると思います。
月間テーマの詳しい内容については，MY	ROTARYの『活動分野の平和推進』及び『プロ
グラムの平和フェローシップ』の参照またはネットで『平和構築と紛争予防月間』と検索して
参照してください。。
1905 年 2 月 23 日は，ロータリーの創始者ポール・ハリスが友人 3人と最初に会合を開いた

日であり，この日をロータリーの創立記念日とし，「世界理解と平和の日」として記念してい
ます。2月はロータリーにとって大きな意味のある月でもあります，皆さんもロータリー創立
記念日に当たり，ロータリーの意義をもう一度考えてみませんか。
2月 11 日は，ここ L’AUBE で IMが開催されますので，次年度は土浦南ロータリークラブ

が担当となりますので，出席の程よろしくお願いいたします。
最後に，会員増強も課題となっております。クラブ会員の皆様一人ひとりが会員増強を意識
していただき，候補者をご紹介いただければ幸いです。今後も皆様のご協力ご支援をお願い申
し上げます。
コロナウイルスの感染者が増えており流行『第 10 波』に入っています。予防はインフルエ
ンザもほぼ同じですが，手洗い，うがい，マスクの着用などです。健康を守るために，コロナ
ウイルスに感染しないように気をつけてください。以上，会長挨拶とさせていただきます。



【米山記念奨学生紹介及び奨学金授与】　　　

ニカ，アレクサンドルさん

【地区役員委任状授与】
・地区諮問委員及び財団監査委員会委員長

　岡信彦会員
・第 6分区ガバナー補佐	 清野宏之会員
・クラブ奉仕・クラブサポート委員

和泉好一会員
・青少年奉仕・インターアクト委員

柴沼博之会員
・ローターアクト委員	 楠　英夫会員

【ポール・ハリス・フェロー表彰】
・伊東和幸	会員（4回目）
・磯山貴洋	会員（1回目）

【委員会報告】

職業奉仕委員会	 福 田 昭 一 委員長

2 月 13 日に行われる「優良事業所見学会」開催についてのご案内です。
例会終了後，中山工業㈱様見学後に㈱坂田園芸様の見学となります。
※中山工業㈱様見学時にヘルメット又は帽子の着用が必要となります。
各自，忘れずにお持ちください。

雑誌委員会	 齊 田 克 史 委員長

ロータリーの友 2月号及び見どころをレターボックスに配布させて頂きました。内容につき
ましては，「見どころ」を参考に今月号をよく読んで頂ければと思います。宜しくお願い致し
ます。



ゴルフ同好会	 藤 田 憲 之 ゴルフ同好会幹事

各卓に次回 4月 3日に行われるゴルフ同好会コンペのご案内をお配りいたしました。水海道
ゴルフクラブで開催いたします。パーティーはゴルフ場にて行います。皆様	奮ってのご参加
をお待ちしております。

【年男からの一言】	 勝 田 達 也 会員（昭和 39 年生まれ）

還暦となりました。これでやっと諸先輩方の仲間入り，い
や足元にたどり着いた感じです。これからもますます頑張っ
て参りますので，今後とも宜しくお願い致します。

【新会員卓話】
	 尾 形 泰 久 会員

本日は，新会員卓話を担当させて頂きます。2年前に入会致ししました
尾形でございます。本日は「大徳」の歴史を中心にお話をさせていただき
ます。
用意致しました肖像画は初代「徳兵衛」とその奥方「とあ」の掛け軸と
なります。絹本（けんぽん）といいまして紙ではなく絹の上に描かれたも
のです。描いて頂いたのは，沼尻墨僊（ぬまじりぼくせん）さんです。折
り畳み式地球儀の作成や寺子屋の経営などをされていた方だそうです。

次に家系図です。週報には載せられませんのでご了承ください。
初代	徳兵衛から私で 9代目となります。
「大徳」の屋号いわれは，初代大国屋徳兵衛の文字から取り「大徳」となりました。
初代尾形徳兵衛（1741 ～1815）は千葉県香取神宮の神官尾形数馬の四男として生まれまし
た。23 歳の時，豪商国分勘兵衛（大国屋）が営む土浦の醤油醸造所に奉公し，のち支配人へ
昇進，天明 5（1785）年 45 歳の時に暖簾分けを許されて大国屋徳兵衛と名乗り，中城町（現
土浦市中央 1丁目）に店を構えて穀物や古着を商い始めました。現在，呉服店「大徳」として
続く店の始まりです。古くから商家の少なくない土浦にあって，店の歴史は 200 年を超えます。
当家には，初代が店に働く者たちに示した掟，17 項目からなる「尾形式目」なる決まり事
が伝わっています。
1．法度・触書を守る　2. 城内へは下駄・足駄禁止　3. 侍や町役人への無礼禁止
4．商品貸出禁止　5. 手付金を支払ったら穀物は必ず徴収する
6.	火の用心，特にくわえキセル禁止　7. 盗賊用心　8. 夜の用事は子供に行かせる（夜遊びで大
人がお金を使わないように）　9. 博打・勝負事禁止
10. 四つ時（午後 10 時）以降の出入り禁止　11. 羽織着用禁止
12. 安物を購入する客にも丁寧に対応せよ　13. 掛金は集金する
14. 出入りは帳面につける　15. 日々の記録も帳面につける　16. 無駄遣い禁止
17. 衣類は粗末なものを着る
文末，精を出して働けば天道にかない，繁盛につながる。善悪は各人が判断できるはずだ。お
互いに気を付けて，和順を心懸けるべきだ。
このように商家は規則や家訓，家法など家のきまりを定め，家族と奉公人を教育し，家業を
営んでまいりました。



年数回，衣類等の展示会を行っておりますので，ご興味がある方がいらっしゃいましたらぜ
ひ一度遊びにお越しください。有難うございました。




